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(1) 

𝐴𝐶 = 𝐵𝐶 = 𝑥とすると、余弦定理より 
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𝐴𝐵の中点を𝑀とすると、𝐶𝑀 ⊥ 𝐴𝐵である。三平方の定理より 
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三角形𝐴𝐵𝐶の面積は 
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(2) 

三角形𝐴𝐵𝐶を底面とし、∠𝐶𝑀𝐷 = 2𝜃とする。 

対称性より、球面の中心𝑂は三角形𝐶𝑀𝐷内にある。𝐶𝐷の中点を𝑁とすると、𝐶𝑀 = 𝐷𝑀であるから、 

𝑂は𝑀𝑁上にある。𝑀𝑁＝𝐶𝑀 cos 𝜃 =
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三角形𝑂𝐵𝑀について、𝑂𝐵 = 1 であるから 𝑂𝑀2 = 1 −
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三角形𝑂𝐶𝑁について、𝑂𝐶 = 1 であるから 
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四面体𝐴𝐵𝐶𝐷の高さは、𝐷𝑀 sin 2𝜃 = 3 sin 𝜃 cos 𝜃 = 3 ∙
√33

9
∙

4√3

9
=

4√11

9
であるから 

四面体𝐴𝐵𝐶𝐷の体積は 
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※2001 年東大理□1 文□1 共通に類題あり。 


